
す
。
一
階
応
版
、
土
器
や
和
紙
づ
く
り
な
ど
背
も
出
る
よ
ろ
に
し
て
い
ま
す
。
鶴
民
謡
が
押
ポ
3
y
宇
持
す
と
動
く
よ

建
物
は
、
鉄
一
筋
一
一
一
重
て
で
、
約
包
括
験
蓄
を
管
内
義
学
教
室
、
美
震
ま
た
お
棋
の
療
で
は
、
震
に
う
に
し
た
、
警
の
要
素
も
取
り
入
れ

千
平
方
討
あ
り
ま
す
。
モ
む
う
ち
一
階
な
E
多
目
的
じ
使
え
る
特
的
反
一
必
以
王
、
つ
い
最
近
ま
で
住
ん
で
い
た
仏
川
の
ほ
て
い
ま
す
。

と
二
階
が
展
示
室
否
、
一
一
一
蔭
が
プ
ラ
点
そ
れ
に
講
堂
や
茶
室
ち
づ
く
ら
れ
て
い
授
の
家
(
汀
戸
時
代
束
期
の
建
築
〉
を
博
物
館
で
ち
も
5
一
つ
大
き
な
特
色

タ
リ
ロ
ム
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
ま
す
。
館
内
に
移
築
し
、
か
や
ぶ
き
日
出
棺
の
ふ
は
、
一
一
一
階
に
ブ
一
フ
点
点
D
Dム
と
天
文

?

?

?

ー

‘

気

込

べ

ζ

ま
い
か
べ
の
仕
上
げ
方
な
ど
尽
干
笠
委
設
け
た
こ
と
で
7
0

高

伎

の

生

活

を

一

再

現

そ

の

組

員

長

石

る

き

5
5
2、

震
に

5
2

J

t

、1

1

-

一

二

初

あ

り

ま

す

。

~

方

、

ィ

ロ

D
に
火
砕
燃
に
、
大
き
な
夢
を
は
り
め
ん
に
ら
し
か
れ
八

博
幼
館
に
は
、
芸
術
館
や
炉
史
博
一
総
式
や
交
通
な
ど
の
変
述
と
わ
か
か
わ
り
や
し
た
り

J

、
台
所
に
唱
件
一
の
住
所
用
具
も
多
い
と
一
む
い
ま
す
a

支
の
星
日
間
む
か

然
、
科
学
博
物
館
な
E
、
い
ろ
い
4
U
な
あ
い
を
、
過
去
、
現
在
、
未
来
に
わ
た
常
附
い
た
り
、
民
具
実
験
コ
ー
ナ
ー
で
が
で
ベ
モ
れ
に
つ
な
が
お
夢
物
語
の

か
た
ち
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
る
日
黙
と
人
間
々
一
括
的
の
誠
一
相
」
と
い
は
、
石
う
す
な
ど
を
之
町
に
動
か
せ
る
楽
し
さ
、
モ
し
て
、
太
臨
で
し
月
と
地
涼

相
模
川
白
河
口
に
立
地
ず
る
早
塚
市
の
う
観
点
に
立
っ
て
、
チ
1
マ
焼
却
九
日
下
し
ょ

T

つ
に
も
し
て
い
ま
す
。
と
の
し
く
み
の
お
ど
ろ
き
な
ど
1

プ
タ

博
物
館
は
、
同
熱
、
経
由
ム
、
民
信
、
美
よ
吉
と
す
る
も
の
で
す
。
さ
ら
に
「
相
模
川
町
商
」
で
は
、
復
ホ
主
D
L
Y
ム
は
、
と
れ
ら
へ
の
胆
味
を

柄
、
斜
学
な
ど
の
部
門
を
も
ち
、
そ
れ
ま
た
、
平
塚
市
博
物
館
の
持
活
は
、
一
元
捜
部
の
高
瀬
舟
を
戒
に
浮
か
べ
て
、
亨
り
に
広
げ
て
一
〈
れ
ま
す
a

ぞ
れ
が
関
連
づ
け
た
総
合
博
物
館
と
し
そ
の
良
一
主
万
治
に
も
あ
D
ま
す
。
見
て

b
hで智
S

F

}

?

F

害
a
p
f
I

3
3
3
2
Zさ

わ

っ

て

正

し

て

み

る

と

い

、

フ

、

政

轄

す

ん

ま

る

響

鎗

鞍

に

そ
の
統
一
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
大
阪
の
ア
実
在
し
て
い
ま
す
。

i
ι

早

平
境
市
博
物
館
は
、
昭
和
国
土
一
任
と
し
て
、
計
図
さ
れ
ま
し
た
。
年
八
九
月
L
博
物
館
の
建
設
工
事
に
語
学
と
の
ζ
と
は
、
平
塚
市
民
に
と
っ
て
例
え
ば
、
「
売
品
川
ケ
台
む
く
ら
し
」
博
物
館
と
い
う
と
二
円
ぶ
も
の
が
展
う
に
弾
力
し
て
い
主
¥
さ
ら
に
捨
備

陣
書
館
や
青
少
与
会
館
と
と
も
に
、
ノ
C
む
段
、
問
十
五
年
m
日
月
に
原
書
館
し
て
、
昨
年
十
月
、
濯
物
が
完
成
、
混
高
か
ら
ほ
な
る
川
と
い
わ
れ
る
相
模
川
で
は
、
出
土
品
の
展
一
山
と
と
も
に
、
た
示
ケ
ー
ス
の
巾
に
、
単
に
並
べ
ら
れ
て
空
の
計
画
だ
ば
、
昼
宇
見
る
会
と
か
土

一
大
芝
聖
書
官
つ
く
る

Z
が
、
限
ト
六
年
一
月
に
煩
立
の
青
少
年
在
、
五
月
一
日
の
開
館
に
備
え
て
、
内
に
毒
さ
れ
ゐ
良
品
作
と
市
民
々
活
物
量
芸
時
の
比
訴
状
朗
点
差
一
克
し
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
も
の
で
器
や
和
紙
を
つ
三
岳
会
と
か
、
ま
た
古

「
又
化
セ
y
b
M
1構
想
」
の
一
吉
会
館
が
で
き
ま
し
た
。
モ
し
て
四
十
九
認
の
民
一
布
製
什
常
一
打
っ
て
い
る
も
の
で
特
に
食
生
活
、
口
問
問
、
寝
落
、
生
時
採
石
器
世
作
る
笥
や
写
の
声
な
ど
の
ん
組
提
ナ
司
し
ゃ
い
が
っ
て
研
野
ぎ
は
と
も
か
文
欝
の
講
説
会
な
ど
宇
極
し
て
、
多
く

れ
よ
〈
、
一
般
の
人
は
一
良
兎
た
ら
二
度
と
の
市
民
が
博
物
館
と
の
つ
な
が
り
を
持

訪
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。
て
£
よ
う
に
し
て
い
く
計
掘
で
す
。

博
物
館
延
長
車
保
室
で
は
弓
「
ま
た
平
塚
市
博
物
館
は
、
市
立
と
し
て
段

、
東
和
fy
ぐ
、
な
る
博
物
館
」
に
ず
る
に
は
ど
大
肢
の
樽
物
館
で
7
0
休
館
臼
や
開
館

L
 

近
う
レ
た
ら
よ
い
か
、
真
剣
に
取
り
総
ん
時
間
、
料
金
な
ど
、
博
物
館
の
運
営
に

も
で
、
研
究
謁
莞
や
収
門
人
絹
動
を
し
て
き
つ
い
て
は
、
い
ま
照
会
中
の
市
議
会
で

沼
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
地
域
住
民
の
生
需
点
描
さ
れ
て
小
ま
宝
。
乙
れ
皇
官
お

じ
活
に
匂
々
し
六
統
一
テ
ー
マ
の
も
と
に
な
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
広
報
ひ
ら

殴
慎
一
芸
討
を
工
夫
し
て
、
大
入
手
供
っ
か
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
い
ず
れ

に
も
、
す
べ
て
の
人
が
興
味
を
待
つ
ょ
に
し
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

ひ
う
に
し
、
一
一
度
一
一
度
と
訪
れ
て
も
、
そ
五
日
付
一
日
の
出
開
館
を
期
待
し
た
い
と
恵

問
と
に
ま
た
新
し
3
義

務

室

れ

宣

言

子

。

ふシツメ日京
国
問きP

おやム
μの

3
1
J
 

家の設相「
i
i
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Cここここコ
むこニエコ

富

士

山

の

ふ

も

と

か

ら

発

し

た

お

模

川

が

合

相

模

湾

に

注

い

で

い

た

こ

ろ

は
、
現
在
の
平
塚
の
平
約
一
地
は
、
海
の
中
に
あ
れ
ツ
ま
し
た
。
そ
れ
が
昼
夜
を
た
が

わ
ず
流
れ
入
る
川
水
と
と
も
に
、
土
砂
が
た
い
積
し
て
だ
ん
だ
ん
と
土
地
を
つ

〈
り
、
そ
し
て
平
塚
を
形
づ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
平
塚
市
内
の
縄
文
式
土
器
の
出

土
が
、
万
回
や
五
鎖
ケ
ム
口
な
ど
感
郊
の
丘
綾
地
需
に
絞
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

こ
の
こ
と
を
よ
く
設
開
閉
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
数
千
年
。
い
ま
の
平
塚
市

は
、
人
口
二
十
万
の
近
代
的
な
都
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で

の
問
、
合
い
平
塚
の
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

と
れ
ら
の
点
宏
、
実
物
や
模
型
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
御
所
聞
出
し
て
く
れ
る
の

が
、
五
月
一
宮
に
開
館
す
る
、
平
塚
市
博
物
館
で
す
。

(3月

同
…
バ
一
日
は
、
市
制
之
念
日
の
た
力
に
よ
っ
て
、
大
き
な
符
干
を
は
ね

め
、
計
二
位
討
は
休
庁
い
た
し
ま
す
。
悲
し
、
町
駅
前
広
場
や
主
要
幹
線
芯
絡

む
み
の
収
集
も
休
み
ま
す
む
で
、
出
の
鞍
摘
な
ど
、
今
日
の
措
栄
の
思
縫

さ
な
い
よ
ラ
ポ
顕
い
し
ま
す
。
を
典
き
ま
し
た
。

平
塚
市
は
、
昭
和
七
手
四
月
一
日
そ
の
後
、
昭
和
一
一
寸
九
年
か
ら
昭

県
下
で
凶
番
目
白
市
と
し
て
誕
生
し
和
一
一
一
十
二
年
に
か
げ
て
、
周
辺
白
一

ま
し
た
。
月
時
は
面
積
十
二
L
七
J
一
平
町
七
か
村
と
の
合
併
が
行
わ
れ
、
面

方
針
、
人
口
は
一
一
一
万
六
千
二
寸
八
人
摘
も
現
在
む
六
十
七
a

八
八
J
平
方

と
い
λ

イ
小
豆
喜
市
で
し
た
。

HZ拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
混
在
は
、

明
和
二
十
年
七
月
に
戦
災
最
年
(
け
人
口
十
九
万
六
千
八
再
六
十
四
人
で

一
一
世
に
し
て
市
域
の
八
割
ヂ
焼
央
し
県
央
白
中
核
都
市
と
し
て
健
全
な
発

ま
し
た
が
、
市
民
の
た
ゆ
ま
ぎ
る
実
爆
を
統
校
で
い
ま
す
a

話
約
者
一
一
タ
i
v
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平
塚
市
の
昭
和
五
十
一
年
度
の
予
算
案
が
ま
と
ま
っ
た
。
中
巾
の
仕
事
は
ご
み
の
処
理
や
道
路
の
縫

持
管
田
明
、
下
水
道
や
消
防
出
、
福
祉
、
衛
生
や
教
育
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
中
市
民
生
活
の
す
み
ず
み
に

'
わ
た
っ
て
い
る
。
予
算
は
こ
の
一
年
間
、
市
民
生
活
に
か
か
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
ど
の
よ
う
に

遂
め
て
い
く
か
と
い
う
計
磁
を
一
目
し
た
も
の
で
、
こ
の
予
算
案
は
、
三
月
四
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

市
議
会
で
慎
重
一
に
審
議
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
定
例
市
議
会
の
箇
頭
、
中
市
長
が
昭
和
五
十
一
年
度

の
施
政
方
針
を
発
表
し
た
の
で
、
こ
こ
に
そ
の
一
部
を
紹
介
し
よ
う
。

ζ
れ
言
語
涯
に
長
長
室
と

怒
い
ま
す
が
、
な
お
、
一
同
臓
の
努
力
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
ま
た
ま
、
昭
和
況
十
一
年
度
は
総

合
開
発
許
面
白
実
施
守
防
衛
第
四
次
放
出
止

の
初
ザ
度
で
も
あ
D
、
と
白
答
申
も
得

た
と
乙
ろ
な
の
で
、
乙
一
れ
争
符
致
指
稼

由
根
幹
と
L
で
主
要
な
施
策
芝
進
め
る

よ
う
考
え
て
い
ま
す
が
、
と
れ
ち
争
当

初
に
お
い
て
捲
霞
す
る
に
は
、
時
期
的
あ
る
戸
考
え
て
い
ま
す
翁
弾
力
的
な
財
政
選
営
が
行
え
る
よ
?
っ
配
出
引
き
続
き
貢
出
白
血
に
第
一
種
住
宅
時
四
十
義
務
教
育
施
設
韓
議
に
積
極
的
な
詣
盗

〉
に
そ
白
克
習
し
が
閉
山
離
で
す
。
長
期
間
に
わ
た
り
そ
C
嶺
が
摂
え
鐙
躍
し
ま
す
。
ま
た
、
給
再
同
議
計
閣
に
九
一
戸
の
電
子
議
型
ス
レ
r薬
会
所
等
白
建
築
争
ぽ
か
っ
て
い
る
。

僻
し
た
が
っ
て
と
の
際
、
更
に
お
か
れ
て
い
る
も
白
、
お
よ
び
毛
の
教
が
よ
る
四
つ
白
基
本
車
に
つ
い
て
は
、
工
事
き
っ
。
芸
警
に
つ
い
匹
、
署
員

摺
ど
で
も
市
民
の
占
な
さ
ん
の
合
意
事
実
態
に
警
な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
白
裏
目
裏
配
分
と
長
室
の
保
持
そ
の
他
、
良
好
な
緑
の
環
境
轟
保
に
宿
着
し
た
公
民
鋪
翼
運
送
す
る

T

な
が
ら
そ
の
見
直
し
を
濠
め
る
こ
と
が
に
つ
い
て
は
、
思
民
健
鹿
保
険
税
を
は
に
極
力
努
め
、
仔
財
政
の
知
率
的
な
通
す
る
た
め
、
東
八
幡
公
園
田
新
設
に
伴
と
と
も
に
、
市
民
ス
ポ
l
y広
揚
の
護

対
真
由
住
民
福
祉
由
異
議
の
た
め
に
も
、
じ
め
、
特
定
白
伊
府
料
や
字
数
料
等
に
営
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
と
患
い
ま
う
胞
設
の
整
備
設
は
む
め
、
交
通
安
全
備
や
学
校
体
宵
施
設
白
隠
肢
に
つ
い
て

航
避
け
て
一
通
き
あ
で
き
な
い
課
題
さ
つ
い
て
、
事
改
定
昇
ぃ
、
機
動
的
す
。
対
策
定
患
護
照
明
記
一
重
?
ゎ
重
量
を
も
ち
い
て
い
る
。

w

m
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f
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J
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三
次
、
双
山
古

Jyrhhゃ
い
ん
Y
M
J仁
川
泌
総
諮
問
導
の
設
置
も
行
主
主
、
地
震
さ
え
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受
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動
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住
み
よ
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鉱
づ
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D
の
た
め
に
1

都
八
時
神
社
土
日
、
潜
入
一
量
、
幹
市
民
話
号
、
買
か
だ
震
な
慶
彦
、
小
選
奇
襲
境
蓄
を
市
議
会

ζ
れ

ぴ
市
改
造
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
道
十
五
号
防
相
幹
道
二
十
二
時
鵡
の
芹
生
活
炉
で
き
墨
ょ
う
関
係
施
設
の
務
備
は
じ
め
、
南
部
農
道
夜
見
事
業
や
構
内

何
十
瀬
川
議
用
地
内
と
ぞ
の
東
側
一
望
号
改
良
工
事
を
は
じ
め
、
譲
歩
ぽ
か
っ
て
い
る
。
か
ん
が
い
葉
重
苦
助
成
葬
い
か
ら
の
日
程

し
か
し
な
が
ら
、
乙
白
よ
吉
な
唾
」
帯
の
笥
第
一
低
湿
地
域
、
国
砕
を
白
立
体
道
認
の
舗
装
と
、
微
減
新
設
、
補
怯
な
ま
ず
、
ね
た
き
D
る
人
に
対
す
る
福
都
市
近
郊
緩
業
の
対
需
主
選
め
て
い
昭
和
五
十
一
恒
度
の
予
葬
者
決
め
る

芝
生
活
関
連
社
会
資
本
白
護
婦
、
加
重
工
事
長

Z地
域
重
重
点
的
ど
に
つ
い
語
力
水
準
の
保
持
露
出
話
予
長
、
ス
描
害
賠

Z
D
〈
。
木
霊
に
つ
い
て
は
南
市
場
喜
一
一
一
塁
側
市
議
会
が
一
↑
一
月
四
日
か
ら
一
一
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書
祉
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は
、
勢
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震
に
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物
の
移
転
計
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言
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る
よ
ー
フ
予
算
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で
あ
る
a

な
が
ら
、
ね
た
き
D
の
た
め
そ
の
一
機
会
審
議
営
高
し
、
人
口
議
室
月
二
十
五
日
ま
で
一
開
会
さ
れ
て
い
る
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恒
担
当
者
と
し
て
、
当
然
立
ち
向
う
べ
き
公
共
下
水
道
事
業
は
、
札
場
町
、
千
さ
ら
に
、
話
口
問
開
発
に
つ
い
て
も
に
商
品
ま
れ
な
い
お
と
し
ぶ
り
白
た
泊
、
成
や
相
模
川
地
辰
対
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事
業
空
実
施
す
今
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一
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度
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岸
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節
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れ
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。
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計
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八
十
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蔚
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万
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円
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憶
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台
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費
の
二
十
建
護
事
業
挙
白
投
資
話
経
費
の
占
め
る

り
予
算
と
な
っ
た
。
億
三
千
九
百
九
十
八
万
向
、
民
生
費
の
認
P
合
い
は
二
五
・
包
帯
と
大
幅
に
減

〕
般
会
計
mv財
源
は
、
市
税
(
五
九
一
一
一
十
二
轡
八
千
三
百
八
十
三
万
円
、
揮
少
し
た
。

@
五
骨
〉
、
諾
収
入
(
一
五
・
一
部
)
生
阿
賀
白
十
五
摺
一
季
五
百
八
十
五
万
円
そ
れ
宇
同
山
町
、
主
な
事
業
等
は
議
決
さ

…
主
配
問
滋
が
街
一
ニ
十
億
一
千
百
土
木
費
白
=
…
十
一
億
一
千
二
百
九
J

ム
ハ
れ
?
点
慌
自
民
与
で
お
知
ら
ザ
ず
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濁
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歳入

市税

地方議等税

娯楽施設利用続交付金

自動車取需続交付金

地方交付税

')(連安全対揮特別交付金

分担金及び負担金

使用桝及び手数料

E盟誼支出金

県支出会

財産収入

寄付金

繰入金

繰越金

諸収入

市僕

歳入合計

歳 出

議会霊堂

総務費

民主主費

鯖生盟

封書b霊堂
農林水賎業費

商工噴

土木費

消防質

教育費

公憤費

諾支出金

予備蛍

歳出合計

数警研究所潟談護愈(3D685自
設育 方自主賓・教湾研究所蔵員・月耳璽臼~金耀臼 9時~15時

事寄少年相談室/湾少年諜内密(22)17∞ 
青少母穏談 e青少年相協定員・平広告時-16時・常設

県民総談皇室/潟簿主器産主行政セン空一智(22)2711 
教胃相談・袋お塵R・水・金 (9原子-17時コ土(12時半まで〉

主主通事故利目談・箆週水曜日・ 10時 -16時く 8時半から畳付〉

宅地建物相談・毎月第1金・10時'-16時〈昌時半からヨ子守徹I領有〉

法館本自談・銭月第2、 龍3、 第4金曜日吟 13時 -1日時
(8時半から受吋人数街J駁有〉

内職相談・態調火曜日、木曜日・事時-1m涛
高齢者職業相談・毎週火綴目・ 10時-16時
主主選事故手自殺・毎週只 河時-16時審議所交遜安全協金再

開"<e村時簡の蜜いて島るもの以外{説自殺開始時鋳念、争3費付 b

T存渓相談室/市役所管(22)1700 
}般担、樟相談・弁護士・毎月第3;火曜日・ 13時-16時〈人数制限脊〉

人権法種相談・人権擁護委員。鯨月第1土煙日・ 13時-16時
行政苦時相談・行政相談員・毎月第1士服日即日時-16時
登記相談・開法書士ー毎月第2金曜日 -13時-16時
宅均建物相談・弁護士・毎月第1金曜日ー 13時-16時正人数制限有〉

発防考案ど特許J相談・弁亘書す'毎月第 2;恩自の月曜日場開時-15時
下請取引巡回あっせん・県工業絞演会湯原・毎月第3木曜臼13時 -16時
潟費生前相障を・消費生活コジ世ん占ンドー銭週J!曜日・ 10時-l6f時

橋被会室宮内翻談窓雷(33)おお
心配むと相談ゃ毎i皐月瞳臼仁第5を除<)13時 -15時
母子相説 ・母子相談員・平田、 9時 .......15時30分 ・ 常 設

業庭児童相談・家庭1¥'¥議お談員ー曜日、吉時-16時・常謹

高齢者職業相談 a職議安定所相談員晒平日 9時30分 -1師寺・常設

結婚相談・



一電話でも議求でを警Eます-

[:'!:::な業務内容3
戸籍務斜本の受付~H' 課税証邸等の受付交付

.住居主震写レ白受付交付・図書E翻腎・費出レ

橋踊車業証明帯の受付交付〈部童話置E関は除o

E取扱待問3
平 8 : 30から1君 ∞署長"
土湾童日 喜:30から12'0告まで
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と
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な
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ま
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。
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な
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し
て
や

前
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た
ら
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う
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、
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近
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収
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な
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収
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収
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わ

け

で

す

。

)

般

家

庭

二

寵

噛

J
一
惨
古
詩
一
事
室
』
ヲ
/

F

蹄

で

い

え

ば

、

月

給

自

立

思

い

が

で

二

二

級

際

繁

弘

警

パ

恥

山

梨

柑

色

町

ゴ

ノ

ず

つ

需

け

な

い

ボ

ー

ナ

ス

が

転

が

幻

乙

ん

で

長
選
犠
喜
一
一
F

i

d

e

i

j

t

:

告
た
よ
う
な
も
の
で
玉
、
い
ま
は

f

と
F
4飢
か
月
と
い
う
も
由
、
私
は
る
。
県
か
ら
白
補
助
金
は
、
ほ
ぼ
皆
と
の
顧
の
一
ボ
ー
ナ
ス
は
、
金
一
〈
期
持

「
お
人
好
し
の
禎
さ
ん
」
と
か
人
の
積
雪
兄
み
れ
ば
「
金
が
な
い
」
無
に
近
〈
な
っ
た
と
い
っ
て
い
い
。
で
き
な
〈
な
主
亡
た
。

「
ホ
ト
ケ
匂
筆
記
」
と
か
い
わ
れ
た
と
い
い
続
け
て
吉
ま
し
た
ー
や
っ
と
し
か
も
ポ
景
気
町
影
鰐
え
頼
り
に
あ
れ
を
考
豆
、
と
れ
を
考
ヌ
で
い

ζ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
「
厳
レ
い
顔
の
患
い
で
五
十
一
昨
定
予
算
案
を
織
し
て
い
る
市
税
払
繰
っ
て
脅
蓋
し
る
と
、
つ
い
つ
い
顔
つ
者
品
川
厳
し
く

に
な
っ
た
」
と
い
わ
れ
た
の
は
は

ι
成
し
た
も
の
也
、
一
般
会
計
は
、
五
た
。
と
か
く
の
論
議
は
あ
っ
て
も
、
な
余
り
で
し
ょ
う
。
跡
的
に
d
績
で
笑

め
て
で
す
。
い
く
ら
か
の
野
ベ
っ
と
十
年
度
に
〈
ら
べ
て
、
た
っ
た
む
六
市
位
行
政
者
す
す
め
る
雪
え
で
大
き
っ
て
心
で
也
い
て
M
M

と
い
い
ま
す
が

多
少
白
尊
敬
を
こ
一
め
て
の
資
説
が
・
ニ
脅
し
か
増
え
て
い
ま
ぜ
ん
。
五
な
叫
削
減
で
あ
っ
た
競
輪
収
入
も
、
手
い
ま
の
私
の
開
聞
は
、
中
川
、
ヶ
と
鬼
が

「
ホ
ト
ケ
」
、
「
お
人
F
し
」
と
す
↓
年
度
予
算
の
と
き
は
、
そ
の
前
年
取
り
収
入
は
瓶

φ
傾
向
に
あ
り
ま
入
り
従
っ
て
、
事
β

貯
チ
ク
η
J
ン
な

れ
ば
、
「
献
し
い
」
と
い
う
の
は
、
の
間
十
λ
布
庶
予
揮
に
く
ら
べ
て
、

7
。

顔

に

な

っ

て

い

る

に

ち

が

い

あ

り

ま

「
鬼
む
よ
う
だ
」
と
い
わ
れ
て
い
る
約
二
十
時
も
増
え
て
い
た
む
で
す
か
だ
か
己
と
い
っ
て
、
弱
音
宇
吐
く
せ
ん
。

A
Y

よ
吉
で
、
内
心
は
、
は
な
は
だ
お
だ
ら
、
予
算
由
抽
び
と
い
う
ζ
と
か
ら
わ
け
に
は
行
き
ま
せ
ん
。
国
の
補
助

duw

<2> 

①清 掃作業員満37歳以下の男子…....."...・H ・H … 若 干 名

①労務、着護給食、望号議補助員満37線以下の女ヲ 苦言干名

①和文タイピスト 高等学校を昭和4S年3月色l蹄卒業した人お
よぴ日日未1151年 3月までに卒業する見込みの方.....".........名

①学芸 事 務 員 大学理工系の専門課種世卒業した方で天文知識
を有する方。潟32歳以 Fの男子。ー ....，..・ 9 寸り寝干名

①薬剤 師 大学の薬苧の専門課程を昭和49年 3月ι降卒業した

方で、薬湾出組免許を有する方、および昭和51年 3月までに卒業

する見込みの方で、 51年度中に免許を取得できる方 若干名

co:臨床検査技師昭和49年 4月以降に免許を取揮した方 1名

(互来母短期大学以上の保母の専門課程を昭和4押 3月以降卒業

した方、および昭和51年 2月まで卒業見込みの;15... ムゐ 1名

古青少年補導業務緩託員大学心浬学社会者室校学者尊王立した

方または背少年補導業務に経験を有する22歳以上回方 1名

大徴収嘱託員満切歳以下の心身ともに健康な方で事務の経験
のある男子 ・ ・6 山 .....υ 円台s・ 0・ … …..1名

φ募集期湾 3 月16日 ~3 月25臼まで
争受付@印白方は、受験申込み書

提出。なお、郵送による受験申込。

市販の履歴欝に写真をはって職員課へ提出

企翻案職員諜 (22)幻00 内融343、348

※なお、市役所市民課でも戸籍舎住安課の電話受付けをしています

ピル連絡所 T L 23-2753 平塚



昭
和
五
↓
一
缶
度
閉
山
定
費
密
税
と
四
月
九
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
。
人
g

都
市
計
磁
務
白
謀
説
の
器
援
と
な
る
信
行
午
前
八
時
三
寸
分
か
ら
午
控
五
円
審
査
の
申
し
立
て
〕

土
地
、
家
山
町
、
償
却
賢
涯
の
昭
和
五
時
ま
で
。
土
曜
日
は
午
前
八
時
一
一
一
十
縦
覧
白
結
果
、
課
税
向
後
に
登
録

仁
三
年
一
月
一
軒
現
在
む
価
額
を
決
分
か
る
午
前
十
二
時
ま
で
で
、
日
曜
さ
れ
た
事
事
に
不
服
が
あ
る
と
き
ほ

廷
し
、
関
定
資
鐙
税
台
帳
に
営
議
し
臼
は
縦
覧
を
仔
な
わ
な
い
。
四
月
九
日
か
ら
五
月
八
円
ま
立
L
、

た
の
で
、
地
方
割
自
豊
富
喜
麓
弱
盟
諸
費
霊
童
謡
鎮
轟
議
題
盟
議
議
議
覇
調
書
童
書
平
敬
市
鹿
害
援

苦言。と
C

警
議
出
襲
警
福
都
議
選
議
議
評
価
審
妻
員
会

ろ

に

よ

り

、

関

係

璽

嘉

門

臨

時

四

輸

出

額

噴

J
一

一

一

に

警

由

申

し

出

者

に

撃

を

行

な

襲

襲

欝

鍾

畿

罷

灘

欝

轍

綴

鱗

麓

鰯

臨

機

麟

輔

が

で

き

る

。

p

z

g

糧
自
議
く

4
月
9
け

ね

か

ら

鵠

沼

詳

し

い

と

と

は

な

お

、

昨

年

ま

つ

臼

資

接

続

課

償

却

資

で
は
、
土
躍
自
の
a
後

と

自

耀

日

は

門

縦

覧

場

所

}

壁

郡

(

電

訟

宅

一

七

0
0内
融
二
六

縦
緊
党
わ
な
っ
て
い
た
が
、
今
年
か
+
川
崎
Jm資
産
税
課
怒
行
持
番

-O
へ
お
た
ず
ね
を
。

ら
は
実
施
し
て
い
必
い
の
で
、
間
違
疑
麗
で
き
る
人
〕
納
期
が
蕊
月
に
愛
吏

っ
て
お
出
か
け
「
い
な
ら
な
い
よ
ヨ
注
資
扇
町
昨
有
者
お
よ
び
同
居
の
波
第
)
期
分
の
回
定
資
度
組
、
都
市

議
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
族
、
納
税
皆
理
人
、
活
殺
伐
組
入
、
計
治
税
お
よ
ぴ
軽
自
罰
則
車
税
の
納
鋭

〔
縦
髭
期
間
}
所
有
者
の
番
在
ま
た
は
同
留
を
得
た
は
五
月
に
遊
説
見
に
な
高
。

書室j¥lJの散布認程
[ct尽地{芯】

4月 2日 上持領部落会、惣積分部落合

早田部務会

3日 大胆王子分部落会

5日 大寺分部盤会

E吉沢地区1
4月 6El 上作沢帯会

7日 I:t;:占沢部落虫、下吉沢部落合

E金 g却L主1
4Y18 B 北久保部活写会、中久慌自治会

大久保部落合

9 fl 真団東部自治会、真田西部自治会

12日 米国自治会、原之内部落合

東海大職員寮

13fl 堀之内自治会、綬下自治会

14E1 広jj)自治会、青倒自治会

15日 月間由法会、千f頁谷自治会

E旭地IlZl
4月17日公TJli'自治会

1告白 根坂間自治会

20日 出縄自治会

21日 万国自治会

22日 高根自治会、横浜ゴム徳延社宅自

治会、万沼貝塚田首会

23日 上山下自治会、下山下自治会

26白 川内自i空会

27ll樫自治会

28臼徳延自治会

来雨天;等により日揮~l変わる場合がある。そ

3Jヲ
()と き 3f121S (臼〉雨天中止

<>聾合 ιilfJ8時平器駅改札口前

<>:コース 平塚罫ト横須童話詫ーノqス馬場わ学校

fl20a (ニ主〉務分の沼

く〉集合平塚駅北口

<>集合時務午前吉時

・持物 弁当、水態、 iピニ}ノレアロシキ

，欝 鹿市高瀬撰吾民

封筒合せ討会教育課(22)17'∞肉親持?へ

き。とE主伝行距離10加〉交通援800丹時考察

4月

く〉と ;'l- 4)14沼(日〕雨天中止

や襲合午前8詩平塚釈放札口前

く〉コース平壇際横浜駅十三渓議観桜一八型機一

タキ人墓地一山下公爵霊 平 滋

主主通費 70.0F弓持参 一体背諌(3D306ト吋

JiIIlI!lJiIllIlIllIlIlIIllIllIIlIllIIIIIIllIllI 



盤
台
官
、
一
は
お
亥
た
ち
の
熱
演
み
ん
な
長
r
u壱
う
だ

な
ん
と
か
わ
い
ら
し
い
お
ひ
な
さ
ま
0

・
な
り
卒
が
多
く
抽
選
だ
っ
た

あ
な
た
の
日
i
ド
官
、
島
田
も
ゆ
れ
る
a

な
か
な

rお
じ
よ
う
ず
で
し
た

昨
年
照
尽
に
オ
ー
プ
ン
し
た
福
祉
会
総
は
、
今
年
一
一
月
末
ま

で
に
約
三
万
一
一
手
人
の
ー
方
は
利
用
さ
れ
て
い
る
。
特
に
一
一
一
階
に

あ
る
老
人
福
祉
セ

y
点
ー
だ
は
、
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
が
気

軽
に
く
つ
会
げ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
連
日
大
に
ぎ
わ
い
ト
ム
-
。

臼
色
ろ
の
疲
れ
を
お
風
呂
で
洗
い
流
し
、
同
得
意
の
日
間
話
を

踊
っ
た
D
、
聞
出
碁
品
、
将
棋
を
楽
し
ん
だ
D
、
和
気
あ
い
あ
い
の
雰

節
目
別
だ
。
ふ
だ
ん
、
家
庭
り
中
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
だ
っ

Fr人

が、

ζ
と
を
訪
れ
る
よ
ラ
に
な
っ
て
か
ら
邸
る
〈
な
っ
た
と
い

う
話
し
も
儲
か
れ
る
な
ど
、
な
か
な
か
の
好
訴
を
博
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
で
二
一

4

月
一
十
一
日
は
ひ
な
ま
つ
り
。
八
十
五
畳
敷
の

大
広
間
交
は
庁
生
き
た
お
ひ
な
さ
ま
H

が
飾
ら
れ
た
。
市
の
職

簡
が
十
得
心
し
て
作
つ
が
織
り
や
衣
裳
を
、
身
に
蕃
け
て
ど
満

悦
ー
い
っ
ぺ
ん
に
?
歳
も
若
返
っ
た
と
大
一
一
宮
ζ
ぴ

な
お
、

F
6施
設
を
苅
用
さ
れ
る
方
は
香
り
か
じ
め
福
祉
会

館
事
掛
笠
(
居
間
詰
お
・
二
三
一
…
一
一
一
口
へ
お
申
し
込
ぷ
く
だ
さ
い
。

ニクママ上マ実マつ

三五伊組22是主
主空想23Tt
蓄量fZ翌官。匂
協七初回らナ

ム主)ぷ三急
三三 柊柔控

室事犬登録と狂犬病予防注射
9'30-11 '30 13 ∞~14' 30 
富士見公民館 四十瀬川公園

百日土屋公民館 吉沢公民館

10臼花涼会館 一
12日 大神・寄木神社 !日包之宮公民館

13白金自公民館 農協北金目意庫

14日旭公民主官 加公民館

15日岡崎公民館 掛島公民館

16日金田公民館 南京公民館

17日幸田J'海宝寺 一
19白戸揺公民館 湖岸地説王町会館

20日 松長笠公民主官 松影公匡邑

21日神田公民館 東中原公民館

22日花ガく公民館 花水公民館

238 中原・大松寺 豊田公民館

24日調高公民館 一

平塚市商業経営セミナー

テーマ

商業環境の変化

と務局街再開発

姉日経流通新聞

編集長吉田安悼

く〉とき 3月198(金〉
午後2時

く〉ところ 太陽神戸銀行
平塚支底4~雪会毒症室

主龍平屡商工事務所、平

援市、平塩商工会議

所、平塚市鶴居街連
AA  
口問

。講

000社寺林を歩こう 000
と き 3Jl30E (火〉雨ヨミ中止

韓 合午前事時半壊駅北口

場 所ゴヒ金自~重軽罰対近

や駒込み をF援はがきに住所、民名、年齢者邸記のうえ下記へ

苧 254 平塚市洩照宙J12日 41 博物館建揺錆君主

く〉と き 5月168(臼)r需の場合23日

()種 El ')ァトボーノレ大会

く〉会場市民スポーツ広場

φ 資格市内に居住し、あるLは事業所で働

〈入。チーム編成立事業所単位とする。

φ 申込み 婁方自帯主霊¢方』立、下記へ

・地区労仁平塚治区労級協議会) (3D 524告

e勉12:1司塁塁〈臼産車体労働組合内) (2D 7140 

・商 逮亡商工合議所) (22) 2510 
。営公庁、モC他仁市役所生活諜〉 く22)1τ00 
φ締め切!)3月31日正水〉まな



え
苧
レ
込
ん
で
い
た
ぽ
若
た
い
@
門
マ
費
術
懇
話
E
宕
曹
デ
ッ
サ
ン
の

電

m-七
O一
一

九

)

手

ほ

P
吾」

4
月
6
g
i
6
月
1
自

マ
柔
鎖
措
初
心
者
教
室
「
柔
劉
嘩
の
毎
週
火
/
四
時
部
分
j
幼
時
却
分

県
立
青
少
会
館
で
は
、
今
月
も
次
革
礎
学
回
」

4
月
6
臼
1
9弓
b
B
勤
特
青
山
ノ
一
年
初
人

白
待
望
計
画
し

:
p
f
l
z
j
g
h
i
r
‘

伊

a

h

マ向暴教護
I

勤
労
脅
少
年
を
は
第
赤
謡
苧
乙
似
関
税
起
概
観
ム
“
覇
支
「
女
性
コ
ー
ラ
ス
」

己
め
、
〕
般
市
出
向

1
・
:

:

-

p
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-

-

哲
人
て

4
1
4
:
司

4
月
日
日

ι9月

の

み

な

さ

ん

毛

初

心

者

を

対

象

に

四

月

か

ら

習

重

火

/

叩

広

〈

利

用

さ

れ

る

時

5
一
立
時
地
域

乙
と
を
一
綴
っ
て
い
る
@
毎
週
火
，
木
。
土
/
施
時

i
m時
片
山
昂
人
加
入

青
少
部
会
館
宇
利
用
さ
れ
る
方
、
分
小
学
技
〈
コ
卒
以
王
)
と
中
学
マ
四
回
議
数
単
一
E
「
混
声
企
亀
」

4
月

次
の
催
し
物
に
参
加
を
器
禁
さ
れ
る
住
初
人
/
四
時
3
M時
片
山
分
勤
労
刊
昨
日
3
2
月
泌
H
従
連
水
/
叩
同
時
間
山

方
は
、
憶
務
ま
た
ほ
直
接
来
鯨
mwzp

青
少
年
初
人
件
イ
よ
却
時
部
分
。
勤
労
替
少
年
初
人

4争月例峡E霊会 10時と14時

3月288(8コf彫る 棟方正ココりの
世界Jf出 38分 カ ク }

φこども校商会 10時と14時
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消費生，苦宅ニター30人による2月の平均倍措

品 百 単位小売庖ス』パー百麹底 u
ち白紙 800枚 172月 169f弓 226円 ii
砂 糖自I均 294円 272月 265円 11
と う油 18! 680fIl - ii 
しよう湘 2! 411fIl 411円 428F弓
叡中肉 1∞!I 1幻円 149F弓 159円 1
じゃがいも 1堵 122円 106円 123円 ii
み そ 1勾 254円 236円 236月 i!
E疋 ぷら 治 450!l 190丹 178円 167F弓
F ロパン 10培技ω月 一ii
小変 粉 1旬 126円 127月 124月 H
洗 剤 2，65昭 657内 641円 6&1円 ii
トイレット q 
ベーパー 60m 165可 163円 193f守

48年度に登録された方仁利用券に

4呂、 49、犯の 3年度分の印tJ'うたれ

ています〉は、今月で有効綴援が切

れますので4月以降登録替えをし℃
〈だ吉い。

49、



仁三喜重混合予防接額〉

豊富対象.[第 1期]-3部受ける。

2歳 (24カ将〉 から4産量 (48か
月〉までの幼児。 仁接種間関は 2
1913回とも 3返信から B週間〉

E第 2期]-1聞受ける。

主務 1恕の 3侶目i;l終ってから 1年

以上の王将憶をすぎた 2綾 (24か月〉

から4歳 (48か月〉までの幼児

注36か月までに 1期が完了しないと

2期の寸立闘が、 48か月までに

受けられなくなりますので、む了

置ください。

豊富時間・ 1部寺305云----15時まで。ただ

し来日日の会場は14時 -....15時
[4月1

13白 出童書公民館組公民館

米中史受協土沢支所

14日 大 野 公 民 館 構 内 部 地 集 会 場

※豊岡公民館

158 薬務室公民館 記松原公民館

17日 癌費公民館※松原公民館

京金田公民館

[7 Jl] 

13日花水ふ民館平塚市民病院

14日神田公民館ヘ幡公民館

波誠島公民館

15日 制京止民館金自公民館

XI認締必民館

[8月]

24日 花水公民館平塚市民病:涜

25日 神 田 公 民 館 ヘ 繍 公 民 館

波誠公民館

26日 中京公民主官金呂公民館

*111宮崎与民館

t9FJ] 
14日 花水兵民館平境市民間院

16，1 神旧公民館八幡ムミ民館

京域高公民館

17Ei 中原公民館余白公民総

同岡崎公民館

5 J1 

E監対象・接持当日に潟3iJ，)j在経過

して、 18か月未満の割幼児ぅ く満

18か月に達しないうちに 2回の般

用をすませるコ

健康上の理由で受けられなかった

お子さんは、満3歳にならないう

ちなら受けられます。

閣時間・ 12時30分~15時まで。ただ

し》河口白金主廷は14時 '"'-15時。
霊童巡回日程

5月 6El善心民館旭公民館

制，""，，，，，'"，，，，，，，，，，，，，，~，山内"，-''''"，，，d'N'''''_'"'''''''''''''''Ff'''''''''''/''''''''''処

商業統計調査の謂査員者募集しています。との調

査は国iJl行うもりで、積広数、従業者数、販売額を

調べます。

降
一

。調査期日 5 汚 1 日 ~15臼

く〉報 輯I 1件当担約5∞内ぢ

件数{式加~30件

ゆ笹山d 、..・吋-Zb4B乙怪訂Wj"沓.，伝~・

5月 6臼 》夜中央農協土沢支所 t2回目1
.. 7臼調演公民館民松原公民 8月8日 平塔市民病涜

童宮).;(金田公民館 京城島公民館

ク 11日 中原公定貧富金自公民館 .. 9日 神田公民館八幡公民館

Ili~隔世主民館 T 10百 花水公民館企包公民館

-9 12臼 神田公民館八幡公民館 1-' 11日 中原公民館

出城島公民館 } 民間崎公民館

?-13日大野公民館横内[11池袋 d- 29日 崇醤公広境目

会場民重量出公民館 : 京中央農協土沢支所

ク 14日 平嵐市長と病院才ι水公民.-;-30日 旭公民館京笹田公民館

館 7月 1日大野公民館

横内団地集会場

5 月 ~7 月 ρ2日 主民霞公民館出松原立与民

責宮民金aJ公民館

霊童対象・初日接種当日に儲3歳を経

過して 5歳末高田幼児仁 I週間白

間隔で 2回うけるコ

~1J，月日 昨年初間接種を完了した幼

W， C 1 ~ヨ〉
豊富時間・ 13時30分"'15時まで。ただ

し).;(印の良;'5)1立J4時~15日待。

綴巡回日程

(11"J臼1

6月 1日 平均市民病院民城島公

民館

.. 2臼 神 田 公 民 館 八 幡 公 民 館

.. 3日花水公民館企自公託銀

ク 4日 出原公民館 〉花岡崎公民

宮目

ク 22B ミ童量生とt主食自
》支出央農協二f沢支所

ク 23臼旭公民館民豊田土、民館

タ 24日 大野公民館

横内沼地集会場

l' 25臼 頭演公民館松原白段

館 〉託金国公民館

華覇対象・ 1商 I歳までの赤ちゃんなら

どなたでも受げられます。当日は

母子手肢を忘れずに持ってきてく

ださい。
豊富時間，午前 9 時30分~.__10時30分

3月四日 現回公民館

ク 25日金自公民館

4月 2臼 誠島公民館

.. 8日 棋内問先主任主会場

タ 9日 市役所B合忌渓さ足

。日 音公~苦言{

v 22口 古沢公民館

5)"16 f] 金缶詰民館

1" 13日 こ土毘公民館

?-HE::l 市役五B会議:~

タ 20日 号豊田公訳;館

1-' 27EJ 金自公民館

4月7かうh為ら使用の申i込よみは、ホ}

Jんレ、企議室

前 6)か号炉ミ月7カDわ主Eら〉受付を開地。 ホー

JI..は、使用期日の20日蔀、会議室

は 7日高官、結婚三匂ま10日前で受

付在締め切る

受付時間は午前9時~午後4時3似合

(32)泣35

験鰯鶴揚揚惨

「ガジJは、 i隠索診断による早期発

見と早期治穫によって克服されよう

としている。

市保健南生課では、毎年行なって

いる習がんと子宮がん白揖診をいた

します、白がさず受けて自分¢健康

を礁かめていただきたい。

豊富受けられる人

・脅がん 市内に居住する35歳以 h
の男女

・子震がん市内に居住する35申込t
上の女子

露軍横診の時期 4月~日月ときろ

事塑番場 各地主互公民館、報健所、市

役所。ただし、人数によ D決定。

緩料金無料

鰯申込み方法検診帯望者は篭詰ま

たははがき白裏面に住所、氏名、

長年月目、世帯主、需主話番号、骨

子宮の日iを明記して直接保健嬬主主

謀へ申込み〈ださいe

・干254 浅間間了 9-1 市環境部

部健構生謀、

欝締め切り 4 "')30臼

なお、検診日については申込みl院

に個人に通知するが、地図目白ことり

まとめる白で多少四変動があ Dまず

保健衛生課では、乳ガ白ジ棋とを

行なっています。早期発見のために

どうぞお受けください。

受付時間は13s予30分から。先着30名
3月18臼担京公民館

タ 25日 須霊安公民館

4月 8日神田公民館

由一保障所だよ百一一一一一一一

平塚保健所で実踊している乳幼児

位設 (3か月児、 3説氾〉由日程者

ζ 巴欄に掲載します。日程の確認白

うえ、品子手帳をもってお出かけを

官おたずねは平塚保健所

T E L (32) 0130へ
磁場萌・平境保健所

器時間・ 13ftを~14時まで

3か月児縫診]

日手'~と対象児
4 月 2 日対象5口々 12月 1 日 ~lOR伎
ρ 百f] ，シ 5C年12tJ]111 ~201J!'lô 

ρ16臼ク 50'手12J-J21[ヨ ---31i3a

[3歳沼健診〕

4 J11 日対ゑ48年 FJl 臼 ~10 [J'七
?-15臼 タ 48f;f-ZJ"Jl1fl，--""'20臼t:t.
.y 22日夕 48年 2fl21 日 ~28 日必
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〉
八
四
五
一

津
市
怒
り
資
料
を
一

関
東
大
繁
災
に
よ
る
晶
相
模
湾
〈
平

塚
海
患
に
お
け
義
波
の
資
料
品
も

さ
が
し
て
い
る
。

ζ
れ
は
、
平
山
明
市
の
地
銭
対
知
計

閑
聞
の
資
制
に
す
る
と
同
時
に
、
以
づ
市

白
川
世
田
山
、
樟
控
の
研
究
秒
じ
て
い
る

科
学
技
術
庁
平
塚
支
所
か
ら
も
、
資

棋
の
要
裂
が
出
さ
れ
て
い
る
お
。

も
し
、
あ
な
た
の
家
に
戸
時
授
に
関

道
路
補
催ま

智
会
期

3
h月
泌
包

5ma

一

習
会
湯
梅
屋
本
館
大
階
催
し
場
一

号
遺
児
へ
激
励
金
一

平
塩
市
藷
怠
銀
行
(
平
山
拭
市
福
祁
↑

会
館
内
電
m
ヴ
ご
一
七
七
〉
て
ほ
、
一

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
一

善
意
寄
託
金
か
ら
、
四
円
ど
小
学
校
一

へ
入
学
す
る
氾
蓄
と
、
中
学
校
に
進
一

学
ず
る
生
徒
令
号
車
業
す
る
突
通

遺
兎
へ
激
溺
金
宮
前
脂
る
こ
と
に
な
っ

た
。
該
当
す
=
る
方
は
、
ゴ
一
月
二
十
五

日
〈
木
〉
ま
で
に
申
ん
込
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

写
真
に
よ
っ
て
観
賞
し
て
み
て
は
，

平
謹
白
東
討
南
北
各
地
域
よ
り
選
ん

ん
だ
八
十
九
か
所
目
史
擦
が
寝
不
吉

れ
て
い
る
。

@ 

i>6く3
私たちの回りには

普段気がてコかないノふ

さな芭然が、まだあ

Dます。一度訪ねて

みませんか。
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市
教
育
っ
て
い
る
の
は
当
常
で
す
が
、
そ

研
究
所
の
一
時
々
の
事
備
で
、
そ
の
子
の
成

予
舛
泊
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
長
に
必
要
な
愛
宿
営
守
え
ら
れ
な

曹
宮
、
営
不
ナ
子
が
い
ま
す
。
い
場
合
も
あ
り
一
ま
す
。
で
も
普
段

突
棋
を
、
三
ロ
な
苗
を
出
し
た
か
ら
裁
の
授
か
な
愛
曹
が
あ
れ
ば

台
、
留
の
前
官
人
を
笑
b
せ
吾
作
親
子
間
に
毒
少
白
悶
媛
が
判
申
告
で

動
ゃ
、
溺
い
者
い
じ
め
を
し
て
、
も
、
危
検
は
少
な
い
少
考
え
ら
れ

人
の
作
注
者
ひ
き
た
が
る
子
。
ま
ず
。
し
か
し
密
E
の
生
活
の
中

薬
味
が
告
だ
た
め
に
雪
で
、
親
裂
の
よ
主
態
度
主

ゃ
ん
ζ
と
ぽ
が
使
っ
た
り
、
甘
っ
す
ζ
と
は
疑
問
で
す
。

た
れ
の
よ
vつ
な
幼
稚
な
一
一
一
戸
一
宇
弘
子
供
が
向
か
親
仁
組

行
動
世
繰
り
返
す
よ
う
尭
記
、
不
警
て
き
て
も
暴
に

に
な
っ
た
そ
乱
暴
ゃ
議
主
与
お
の
っ
て
あ
げ
な
い
毒

物
品
裏
す
と
い

2
一
ご
か
註
門
が
撃
に
き
め
て
し
ま

主

語

や

、

室

関

転

売

一

宮

う

。

事

じ

て

い

て

も

係
で
素
直
系
な
〈
な
警
づ
記
放
っ
て
お
い
た
D
、
子

hu、
臆
い
や
P
も
な
く
一

3
ゴ
二
一
括
棋
白
喪
求
ゃ
い
約
束
に
対

な
っ
て
い
古
ょ
っ
一
良
氏
抗
、
攻
撃
し
て
無
責
任
な
行
動
を
と
っ
て
し

的
以
F
。
暗
魯
は
欲
し
が
っ
て
い
ま
や
っ
。
平
供
の
欠
点
安
倍
み
L
こ

る
が
、
た
ま
た
ま
人
か
ら
街
ら
か
ぼ
し
た
の
、
詰
問
し
た
F
ず
る
。
子

自
好
意
主
目
さ
れ
て
も
、
わ
さ
と
供
が
能
力
以
上
田
と
と
や
周
囲
の

無
撹
し
た
り
、
素
直
に
用
品
げ
入
れ
期
待
t
L
そ
う
よ
う
な
仕
事
安
じ
て

な

い

子

。

も

ほ

め

て

や

る

こ

と

が

で

き

な

い

い
つ
私
恐
れ
を
感
じ
て
し
ま
い
よ
吉
町
儲
度
を
と
る
。
子
併
に
口

行
動
す
る
む
に
不
安
が
pgわ
な
古
や
か
ま
し
く
小
言
を
い
い
続
け
た

自
主
孤
独
に
な
っ
た
り
、
無
口
で

D
、
成
績
物
や
作
品
な
ど
宇
仔
な

引
手
市
が
ち
由
子
。
し
た
り
、
あ
れ
は
だ
め
ζ
れ
は
だ

以
上
の
べ
た
よ
う
な
=
行
動
炉
開
め
と
い
つ
あ
禁
止
す
る
。
ま
た
お

度
を
と
る
平
供
は
、
親
の
子
供
に
ど
か
し
た
り
、
ち
ぴ
P
が
ぐ
ず
と

対
す
る
重
忠
男
に
伺
聖
書
っ
て
主
君
。

足
、
か
た
よ
b
が
あ
る
よ
う
で
以
上
田
よ
う
な
こ
と
が
た
び
重

な
り
$
干
と
、
子
供
は
侍
ら
か
の

問
題
を
起
乙
し
ま
す
。

な白い花をつけています。

私たちがよ

ナは、

た植物のように思えます。ところ

がよ〈議べてみると、ナズナは金

世界に見られ、それも人聞が掛し

た農耕地の付近だけにその姿が~

られるのです。日;本でもナズナの

ある秀司主人里近〈に隈られていま

す。このような己とから、ナズナ

は諜林E富日本にもとからある様物

ではな〈、吹田作が伝わった時、熔

の雑草として日本にやって来たの

ではないかと考えられています。

審に、 liIの土手で見られる花に

は、スイバ〈スカンボコ、ハハコ

グサ〈審のむ草白ゴギョク〉など

、ナズナと同じように、;太怪から

白本に伝わったと考えられ二植物

が多くあDます。またモンジロチ

ョクも、農開地が広がるにつれ、

呂志に分布を広げてきたと想f告さ

れています。卑近に見ちれる動援

物も、モれぞれいろいろな控室史脅

持っているのですa そんなζ とに

も想像をめぐらせながら、揖hて

みて〈ださい。

= -悶ごとに春らし〈なってい ξ

E 今日ζ 白とまろです。めっきり隷の

EふえてきたIfl白土手を揖いて、軍手

芸の告さしをさがしてみましょう。

5平塚のi'!liむには、金目111、鈴111、

苦渋巴}qなどが流れ、モれぞれの:主

主手はよい散阜コーースになっていま

三す。今臼は、伊勢原行のパスを:大

E線描で降り、北東へ渋悶illをさか

三のぼってみることにしましょう。

至 宝EにはとパDが舞いあがD、t::

= -チュ夕、ピーチュクチュ夕、ピ

芸 -Jレノレム 々と、よ〈患が続〈とJ感

E心するほど、長い款を歌っていま

~ :9， 111岸にたたずむコサギも、豆買

さの後に長い飾白羽がはえ、巣づく

さJ?<1:苧節が混づいたことがわかり

きます。さなぎからかえったそYシ

さロチョヲや、成虫のまま冬をこし

きたキタテハの霊祭も5もることができ

きるでしょう。

主 鳥や箆虫を見ながら土手を揖い

きていくと、京砲との境などに、お

芸なじみのナズナ仁ベンベYグサコ

芸ー曙興がはえています。冬の問

主ナズナは、地麗にぴったDと禁を

Zふせていますが、いつのまにかそ

乙から主査をのほし、その先こ小さ

く〉巡沼田稜3月18臼仁木〉午前部製作所・午後高砂

答料/28臼〈呂〉横内地区自治会〈午前回横内部事

公民館・午後 横内岳地集会主語言の /4月4臼〈日〉

午前金団地区自治会・午後援母地区自治会

<>0ご協力ありがとうございき去したく><>

主主開高校131京、三協化学技本、パイロ y トブlレシジ

ョY8E京、平塚なでしにライオンズクラブ32京、三共

化協77本、神白地底自治会83本、モタンプクスチyク

40車、住友重機56~主。

部さないでください
燃えないなみをは破砕機に，N:r
るので、ガスボンベやB続出かん

銀粉などが入っていると蟻苑ず

る場合があるので、出さないで

ください。
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